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1.本書は、宮崎県教育委員会が平成 19年度に国庫補助金を受けて実施 した、県内遺跡発掘

調査の概要報告書である。

2.調査は、文化財課主査吉本正典、同飯田博之、同日高広人が担当した。調査にあたつては、

国土交通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所・ 鹿児島営繕事務所・九州農政局尾鈴農

業水利事業所 。都城盆地農業水利事業所・宮崎地方裁判所 。宮崎県都城土木事務所 。小林土

木事務所・西都土木事務所 。日向上木事務所 。宮崎県中部農林振興局 。西諸県農林振興局・

宮崎県教育庁学校政策課 。関係市町村教育委員会及び同農政課等の協力を得た。

3.本書の執筆は各調査者が行つた。
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1.は じめに

宮崎県内では、各地で多くの各種開発事業が行われている。

県文化財課では、各開発事業に姑する埋蔵文化財の保護を図るため、その調整の一環 として、

平成 19年度及び 20年度以降の事業姑象地に係 る試掘・確認調査を実施 した。

本報告は、平成 19年度に実施 した試掘・確認調査の内、 6事業 8箇所の調査結果について

概要を報告するものである。

配 事 業 名 遺跡名・所在地 調 査 期 間

1 宮崎地方裁判所庁舎建設 旭 2丁 目遺跡 。宮崎市 平成 19年 4月 17日 ～ 18日

2 一般国道 10号都城道路 中原第 1遺跡・都城市 平成 19年 6月 4日 ～ 5日

3 都城東環状線
梅北針谷 。今町東原遺跡

都城市今町・梅北町

平成 19年 7月 3日 ～ 5日

平成 19年 ■ 月 7日 ～ 9日

平成 20年 1月 29日 ～ 30日

平成 20年 3月 18日 ～ 19日

4 県道都城野尻線 野尻町 平成 19年 8月 22日

5 国営尾鈴農業水利事業 住吉B。 大内 。赤石遺跡
・川南町

平成 19年 8月 20日 ～ 29日

6 経営体育成基盤整備事業 宮崎市 平成 19年 10月 1日

7 一般県道木場吉松えびの線 吉松遺跡 。えびの市 平成 19年 9月 3日

8 国道 219号 交通円滑化事業

園元バイパス
次郎左衛門遺跡・西都市

平成 19年 10月 9日 ～ 10日

平成 20年 1月 25日

9 国営都城盆地農業水利事業
黒尾原・王子原遺跡

都城市

平成 19年 10月 11日

平成 20年 1月 31日

10 県営一般農道下大河平 4期地区 桜野遺跡・ えびの市 平成 19年 10月 22日 ～ 23日

高鍋農業高校実習施設緊急整備

事業
高鍋城跡 。高鍋町

平成 19年 11月 21日 ～ 26日

平成 19年 12月 12日

12 県営経営体育成基盤整備事業

跡江 2期地区
跡江地区遺跡 。宮崎市 平成 20年 1月 15日

13 高速道周辺特別対策等事業市道

前田 1号線改良
岡遺跡 。日向市 平成 20年 1月 17日

表 1 平成 19年度試掘 日確認調査一覧
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2。 国営尾鈴農業水利事業 (住 吉B・ 大内・赤石遺跡 )

尾鈴地区では、農林水産省九州農政局尾鈴農業水利事務所 において、大内ファームポン

ド及び大内調圧水槽、赤石・鵜戸 ノ本調整水槽建設の 3箇所の工事が計画 されている。い

ずれ も周知の埋蔵文化財包蔵地 (住 吉 B遺跡、大内遺跡、赤石遺跡)に所在 しているため、

この 3箇所については確認調査を実施 した。

:坪惨抑言声Υ

デ辞途

遺跡位置図 (S=1/25,000)
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2-1 住 吉 B遺跡 (大 内 フ ァー ムポ ン ド)

(1)調 査 期 間  平成 19年 8月 20日 (月 )～ 8月 23日 (木 )

(2)調 査 場 所  児湯 郡川 南 町大字川 南宇住 吉 25953・2外

(3)調査姑象面積  7,490ポ (確認調査面積 約 222ピ )

(4)調 査 結 果

事業封象地は上面木 山か ら派生す る丘陵の南東側緩斜面 (標 高約 182m～ 170m)に

位置 し、北側 を平 田川の支流篠原川、南 を小丸川 の支流切原川 に挟まれている。現況

では段々状 に畑地が形成 されてお り、川南町の市街地をは じめ とす る平野部を眺望で

きる。また地権者の話では、約 30年以上 も前にこのよ うに造成 された とのことであ り、

南東部に形成 されている谷 も、現在 よりもかな り手前に入 り込んでいたそ うである。

確認調査は、計 26箇所の トレンチを設定 し、重機及び人力による掘 り下げを行 つた。

調査の結果、 トレンチ 3及び トレンチ 20で焼石が、 トレンチ 12、 トレンチ 15、 トレ

ンチ 21で土器や石器が、 トレンチ 16で土坑が、 トレンチ 25で 土坑や土器等、計 7箇

所の トレンチで遺構や遺物が確認 されている。

その うち トレンチ 15で はV層 中で焼礫 (17点 )と ともに剥片 1点が、 トレンチ 21

でもV層 中で縄文時代早期の上器 (条痕文土器)ス クレイパーや剥片 (頁岩 )、 焼石

(約 20点)が 出上 している。また トレンチ 25ではV層 上部で縄文 を有す る土器 (縄

文時代早期後葉)や剥片 (ホ ル ンフェルス製)が 出上 し、土坑 2基以上検 出されてい

る。土坑は約 1.3m以上で トレンチ北側外へ延び、南東側ではもう1基 と重複 している。

埋上には炭化物や焼土粒が多量に入 ることか ら、炉穴の可能性が考えられ る。なお ト

レンチ 16で もやは り炭化物や焼土粒が多量に含んだ埋上を持つ土坑 (2基以上 ?)が
確認 されている。

トレンチ 3では焼礫が出土 しているが (地表か ら約 0.35m下 )、 その隣の トレンチ

4の トレンチでは 0.8m下 でⅢ層 (ア カホヤ火 山灰層)が確認 されていることか ら、こ

の部分は谷部にあた り、焼礫 については流れ込みの可能性が高い。また トレンチ 12で

は、V層 中で土器片が出上 しているが、平面的に土層が 4層以上認められ ることか ら、

かな り傾斜が急であることが窺い知れ る。 トレンチ 20は焼石 1点 のみ出上で周辺の ト

レンチでは遺物等は確認 されていない。

以上のことか ら全体的に遺物の出上が希薄なものの、土坑が確認 されてお り、未調

査範囲でも確認 され る可能性が高いため、調査対象面積 7,490だ の うち、 2段及

び 3段 目の畑地 (網掛け部分、約 2, 250だ )については事前の発掘調査 (本調査 )

が必要である。

L
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造成上な ど

黒色土層

アカホヤ火 山灰層

黒色土層

暗褐色土層

暗褐色土層

AT風成層

褐色土層

明褐色土層

赤褐色土

↓篠層ヘ

Ⅲ'・・・アカホヤ火山灰二次堆積層

V層 よりも明るく、粘性が強い。褐色になる部分もあり。

Ⅵ'層 …AT風成層プロックを含む。

部分的に礫層が認められる。

部分的に礫層が認 められる。

阿蘇 4?、 下位は礫層へ。

※▲…遺物出上、‐遺構検出面、

図 3 住吉 B遺跡の上層図 1
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図 4 住吉 B遺跡の上層図 2
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写真 1 遺跡遠景

(東 よ り)

写 真 2 重機 に よ る トレ

ンチ掘 り下 げ (東

よ り)

写真 3 確認調査の様子

(北 よ り)
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写真 4 トレンチ 16

(東 よ り)

写真 5 トレンチ 21

(東 よ り)

写真 6 トレンチ 25

(東 よ り)

一
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2-2 大 内遺跡 (大 内調圧 水槽 )

(1)調 査 期 間  平成 19年 8月 28日 (火 )～ 8月 29日 (水 )

(2)調 査 場 所  児湯郡川 南 町大宇川 南宇 丸尾 2783・ 3

(3)調査対象面積  460だ (確認調査面積 約 11だ )

(4)調 査 結 果

事業対象地は上面木山か ら派生す る丘陵裾部 (標 高約 145m)に位置 し、住吉 B遺跡

とは直線で約 300m、 比高差約 37mを 測 る。現況では竹林 となっている。

確認調査 は、竹が植林 されたままのため、空 白地 を選んで、 4箇所の トレンチを設

定 し、人力による掘 り下げを行 つた。

調査の結果、いずれの トレンチか らも遺構・遺物が確認 されていない ことか ら事前

の発掘調査は必要ない と考えられ る。

/
5kl
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ド・性土
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‐／

斗

‐４５

一

Ｔ

仕
・・角
知

「
，
・
〓gF

T3

T4

図 5 大内遺跡 トレンチ配置図 (S=1/1,000)

I層 …表 土

Ⅱ層 …黒色 土

Ⅲ層 … ア カ ホヤ火 山灰 層

Ⅳ層 …黒色層

V層 …黒褐 色土層

0.5m

図 6 大内遺跡の上層図
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写真 7 確認調査の様子

(西 よ り)

写真 8 トレンチ 3

(東 よ り)

写真 9 トレンチ 3の 上

層堆積状況
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2-3 赤石 遺跡 (赤石・ 鵜 戸 ノ本調整 水槽 )

(1)調 査 期 間  平成 19年 8月 24日 (金 )

(2)調 査 場 所  児湯郡川 南 町大宇川 南宇鵜 戸 ノ本 2984‐ 3

(3)調査姑象面積  290ポ (確認調査面積 約 14.8∬ )

(4)調 査 結 果

事業対象地は上面木 山か ら派生 した丘陵の東側緩斜面 (標 高約 155m)に位置 し、北

側 を平 田川、南を平 田川 の支流篠原川 に挟 まれている。現況は雑木林であ り、その西

側高所には茶畑が広がっている。また約 200m南 西下には鵜戸 ノ本ファームポン ドが所

在す る。

確認調査は、計 5箇所の トレンチを設定 し、重機 によ り表土除去後、人力 による掘

り下げを行 つた。調査の結果、すべての トレンチで遺物が出土 してい る。その うち、

トレンチ 3に ついては、弥生 中期の土器等が集 中して出土 してお り、住居跡等の遺構

が存在す る可能性が考え られ る。また、各 トレンチでは縄文後晩期の可能性がある土

器が出上 している他、 トレンチ 1で はⅢ層 中で縄文早期の上器 (無文)や剥片、磨石

等が、 トレンチ 4では、礫群 中か ら旧石器時代の可能性 のある剥片が出土す る等、複

数の時代の遺構や遺物が存在す る可能性 が考え られ るため、調査姑象面積である約 2

90ポ の全面について事前の発掘調査 (本調査)が必要である。

トレンチ名 主な遺構・遺物 備  考

トレンチ 1

縄文早期土器 (無 文 )、 船元式土器 (中 期、樹痕 の影

響か)、 剥片、磨石等

トレンチ 2 縄文後晩期の上器等

トレンチ 3 弥生時代 中期の甕や壷、磨製石鏃 遺構内か ?

トレンチ 4 剥片 (旧 石器 )、 縄文後晩期の上器 、石錘等 自然礫 か らなる礫群 ?

トレンチ 5 縄文後晩期の上器、石斧等

表 2 トレンチ別の遺構 J遺物

o                                                               50m

４５

‐

ｆ

ｆ
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‐

Ｉ

Ｉ

、

＼

、

図7 赤石遺跡 トレンチ配置図 (S=1/500)
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I層 …表土

Ⅱ層…暗褐色土

Ⅲ層…暗褐色土

Ⅳ層…褐色上、Ⅳ '層 …AT風成層ブロック

を含む

V層 …明褐色土 (AT風 成層 )

図 8 赤石遺跡の上層図

写真 10 遺跡近景

(西 より)

写真 11 トレンチ ¶

(南東よ り)
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写真 12 トレンチ 1土層

(南 よ り)

写真 13 トレンチ 3

(南 よ り)

トレンチ 4

(東 よ り)

写真 14
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3.県営経営体育成基盤整備事業跡江 2期地区 (跡江地区遺跡 )

(1)調査期間 平成 20年 1月 15日 (火 )

(2)調査場所 宮崎市大字跡江

(3)調査姑象面積  5, 000ピ

宮崎市大字跡江 (生 目の杜運動公園近く)で進められている標記事業に伴い、周知の埋蔵文

化財包蔵地 (「 跡江地区遺跡」)への影響を判断する材料 とするため、確認調査を実施 したも

のである。

事業姑象地については、すでに宮崎市教育委員会により検出杖 (ボー リングステッキ)を使

用 した土層確認が行われているが、層の堆積が複雑な南西の山裾部については明確 とはならな

かつた。今回の確認調査では、遺物包含層の確認に主眼をおき、人力による掘 り下げを行つた。

地権者の了解が得 られた水田 1区画の中に、1.5m× 3mの試掘坑を 2箇所設定 し、表土 (I

層)を除去 した。 Ⅱ層 とした水田の床土以下については、広 く掘 り下げを行 うと耕作に支障が

生 じるため、幅約25cmの溝状に掘削し、土層を確認 した。

導選

Ⅷ

図 9 遺跡位置図

北東側に位置するTlでは、Ⅱ層の下位に灰色の粘土層が続き、地表下70cmの深 さでアカホ

ヤ火山灰 と目されるブロックを確認 した。
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T2で はⅡ層の下位で高原スコリア粒を含む層 (Ⅲ層)が確認 された。これは、平成 17年度

に本調査の姑象 となった遺物包含層であると考えられる。この層からの出土遺物はなかったが、

I層 中より上師器や染付の破片が計 5点出上 している。

2箇所のみの調査であったため、詳細はなお不明だが、地点によつて土層の堆積状況が異な

ること、一部、遺物包含層が存在することが判明した。調査地の南西は「照明院」 と呼ばれる

地で、石塚城跡があったとされる。当地には中世の遺構や遺物が包蔵 されている可能性がある。

籠

■．

図10 トレンチ配置図
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Ｓ
…
…
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イ
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図 2:基本層序

Tl

※数字は地表からの深さ (単位 :cm)
T2

I

Ⅱ

縁‖‖N騨

Ⅳ

V

図 11 土層柱状図
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現耕作土。

灰褐色土。鉄分を含み、ところどころ赤褐色を呈する。固く締まる水田の床床。

淡い灰褐色土。黄色・黄白色の火山灰粒を含む。

黒味の強い灰色粘土。塊状の鉄分を含む。遺物 (土器片)1点出土。

白味がかった褐色土。アカホヤ火山灰層か。ただし層を成さない。
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写真15調査対象地全景 及び作業状況

写真16 Tl完掘状況
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4.経営体育成基盤整備事業村内地区

(1)調査期間 平成 19年 10月 1日 (月 )

(2)調査場所 宮崎市田野町甲

(3)調査対象面積  2 4ha
(4)調査結果

対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地 (青木遺跡)に隣接 し、現況は水田や畑地 となっている。

標高約155mの扇状地状の緩斜面地である。

今回の試掘調査では、遺物包含層の有無の確認に主眼を置き、耕作に支障が生 じないように、

細い溝状の試掘坑を4箇所設定 し、人力による掘 り下げを行つた。

その結果、 1ト レンチでは地表下90cm、 3ト レンチでは地表下65cmの深 さでアカホヤ火山灰

層が見 られ、さらにその上位に黒褐色土 (Ⅳ層)が堆積することが確認できた。 2ト レンチで

は、このⅣ層が厚 く、地表下130cmの深 さでもアカホヤ火山灰層が現れなかった。

トレンチ幅が狭いため、それ以下の掘 り下げは断念 したが、下位にアカホヤ火山灰層が堆積

している可能性が高い。Ⅳ層は遺物包含層であり、 1ト レンチ・ 2ト レンチでは礫が出土 した

のみであつたが、 3ト レンチより比較的多量の土器片が出土している。土器は特徴を捉え難い

が、古墳時代から古代にかけてのものと推定される。

今回の調査はごく限られた面積のものであつたが、特に河川に近い 3ト レンチ付近 (北西側 )

で遺物が出土 し、またアカホヤ火山灰層上面で遺構が検出される可能性が高い。

図 12 調査箇所位置図と現地写真
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。現耕作土
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・ 旧耕作土、鉄分、炭化物を含む。
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・褐色土、黄白色粘土などの混入物多い、近世の層か。

70

。黒褐色土、礫出土。

90

・現耕作土

・褐色上、黄白色粘土などの混入物多い。

・黒褐色土、遺物 (土器片)出土。

・黒褐色土、遺物包含層。

図13 トレンチ配置図と土層柱状図
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5。 一般国道 10号都城道路 (中原第 1遺跡 )

(1)調 査期間   平成 19年 6月 4日 (月 )～ 5日 (火 )

(2)調 査場所   都城市平塚町 10094他 5筆

(3)調 査対象面積  6, 500だ
(4)調 査結果

中原第 1遺跡は、平成 19年 2月 に確認調査を一部実施 している。今回は、そのときに調査

を実施できなかつた 6, 500∬ を対象に調査を行つた。

対象地に 12本の トレンチを設定 して重機により掘 り下げを行い、御池ボラ層面 とアカホヤ

火山灰層面での遺構の確認を行つた。

各 トレンチでの確認作業の結果、 9ト レンチで土器片が確認 されたが、他の トレンチでは遺

物は確認 されなかつた。また、遺構は御池ボラ面、アカホヤ層面でも確認できなかった。

この結果、施工予定地は、遺構が確認 されず、遺物の出土も非常にまばらな散布地であるい

ことが確認できたため、事前の本発掘調査は必要ないと判断された。
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図 14 遺跡位置図
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1ト レンチ

黒色上に御池ボラ混

黒色土に御池ボラ

混入

黒色土と御池ボラ混土

御池ボラ層

黒色土 と御池ボラの混土

アカホヤ層

黒 色 上 に御 池 ボ ラ混

入

御池ボラ層

150cm

3ト レンチ

6ト レンチ

4ト レンチ

5ト レンチ

表 土

文明ボラ混入

黒色 上 に御 池 ボ ラ混

入

黒色上に御池ボラ層が混

入

黒色土と御池ボラの混土

層

御池ボラ層

御池ボラ層

6土層柱状図
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200cm

250cm

300cm

9ト レンチ

340cm

図 17 土層柱状図

12ト レンチ7ト レンチ

00cm

50cm

表   土

黒色上 に御池 ボ ラが混

入

黒色土 と御池ボラの混土

層

御池ボラ層

黒色土層

アカホヤ層

黒色土

褐色上に橙色粒混入

黒色土

褐色上と黄褐色粒の混土

黄褐色土に褐色ブロック

混入

表 土

表  土

文明ボラ層

黒色土 文明ボラ層

黒色上に御池ボラ混入

黒色土層

黒色土と御池ボラの混土

層 黒色上に御池ボラ

混入

御池ボラ層 御池ボラ・黒色混土

御池ボラ層

黒色土

アカホヤ層
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6.都城東環状線 (梅北針谷遺跡 )

(1)調査期間  平成 19年 7月 3日 (水)～ 5日 (金 )

平成 19年 11月 7日 (水)～ 9日 (金 )

(2)調査場所  都城市梅北町

(3)調査姑象面積  16, 500ピ
(4)調査結果

梅北針谷遺跡の確認調査は、用地買収の都合上、 2回 に分けて行つた。

1回 目は、平成 19年 7月 に実施 し、調査対象地に 11本の トレンチを設定 して、重機によ

り掘 り下げを行つた。

結果、明確な遺構は確認できず、また遺物 も中世の上師器片が少量出土 したのみであつた。

また、表土直下にシラス等が検出されたこともあり、原地形は起伏の差が激 しかつたものと

考えられた。

2回 目の調査は 11月 に実施 し、 7月 実施以外の部分について行った。前回同様、明確な遺

構は確認できなかったが、古代～中世にかけての遺物が集中して出土 した トレンチがあ り、そ

の部分を中心に本発掘調査の必要があると判断 した。

図 18 遺跡位置図
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表  土

黒色土 と文明軽石の混土

文明軽石層

黒色土層

(文 明軽石層直下より4 0cm

の深 さにわた り上器出土)

黒色土層 に御池ボラが少量

混入

40cm

70cm

110cm

150cm

図 20 上層柱状図

写真 21 調査開始前の現地状況 (7月 )

黒色上に御池ボラ少量混

御池ボラと黒色の混入土

御池ボラ層
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写真 22 1日 2ト レンチ設定箇所

写真 23 上器出土状況
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7.国営都城盆地農業水利事業長尾下ファームポンド建設
(1)調査期間 平成 20年 1月 31日 (木 )

(2)調査場所 都城市山田町

(3)調査封象面積  2, 000ぜ
(4)調査結果

九州農政局都城盆地農業水利事業所が建設を計画 している、ファームポン ド造成予定地の埋

蔵文化財の有無について試掘調査を行つた。

調査紺象地は、丘陵を瀬にした標高約 190mの 台地上にあり、現在は畑 として利用 されて

いる。一部既に造成が行われ、御池ボラ層が断面に露出している状況であつた。

調査は、 トレンチを 6本設定 し人力により掘 り下げを行つた。 1～ 2ト レンチについては、

御池ボラ層の直下を目指 して トレンチを掘 り下げていつたが、客土が深 く、また予想以上に御

池ボラ層の堆積が厚かつた。それ以外の 3～ 6の トレンチについては、御池ボラ層上面の黒色

土層から堆積 してお り、御池ボラ層面での遺構の検出を目指 して掘 り下げを行つた。

結果、すべての トレンチで遺物の出上がなく、遺構 も検出されなかつた。よって、施行予定

地の本発掘調査は必要ないと判断された。

図 21 調査位置図
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図 22 トレンチ配置図
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標準土層
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Ⅳ
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Ⅵ
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表土及び耕作土

黒色土

黒色土に御池ボラ混入

褐色土に御池ボラ混入

御池ボラ層

黒褐色土

200cm

図 23 土層柱状図
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写真 24 調査の状況
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